
熊本歯科衛生士専門学院

評価項目の達成及び取り組み状況

　 ＜評価基準＞

4 3 2 1
１．学院運営

16 2 0 0 3.9

10 6 2 0 3.4

7 10 1 0 3.3

9 8 1 0 3.4

10 7 1 0 3.5

8 8 2 0 3.3

7 11 0 0 3.4

13 3 2 0 3.6
２．教育活動

12 6 0 0 3.7

12 6 0 0 3.7

17 1 0 0 3.9

14 4 0 0 3.8

14 4 0 0 3.8

14 4 0 0 3.8

8 10 0 0 3.4

13 3 2 0 3.6

8 10 0 0 3.4

3 6 7 1 2.6

7 10 1 0 3.3

9 6 3 0 3.3

10 8 0 0 3.6

11 6 1 0 3.6
３．学生指導

8 10 0 0 3.4

14 4 0 0 3.8

12 6 0 0 3.7

6 9 3 0 3.2

6 10 2 0 3.2

令和３年度　自己評価結果

R４.３.２５

４…十分に達成している　　 　　　　　　　　３…おおむね達成している　　　　

２…どちらかというと達成されていない　　１…ほとんど達成されていない

役職員（１８/1８名中）
評価（点）

平均点
評価項目 目標 具体的方策

（１）学院教育目標 教育を提供する役職員の共通理
解のもと教育目標を具現化する

学院の教育理念・教育目標を定める。

目標達成の度合いを年度途中で評価する会議
を設け、その後の活動に反映させる。

（２）経営方針 広く理解を求め教育活動を行う 教育理念や目標を学生、講師、保護者へ明確
に示す。

教員の選定を確立する 非常勤講師や専任教員、職員は基準や運営方
針に則り適切に選定する。

（５）学校評価 改善点を適切に判断し次年度に
反映する

学校評価システムを確立させ、適切な省察を行
い次年度に反映する。

（１）基礎学力 専門学科目を履修するための基
礎学力の向上

入学前より学生に書籍を提供し、基礎学力の向
上に繋がる学習場面を提供する。

基礎学力の低い学生へ徹底した補習講義を実
施し学力向上に努める。

（３）校務分掌 運営規則に準じた分掌を確立す
る

各委員会は適宜開催し活発な協議がなされ教
育に反映する。

役職員各々はそれぞれの役割を把握し対応す
る。

（４）学年運営 各学年に順じた成長を図る 各学年の達成目標を学生が把握できるように
学年ごとの目標を提示する。

（２）教育課程の編成 臨床に即したカリキュラムの編成
を図る

教育理念に沿ったカリキュラムの編成、実施方
針を作成する。

学科目は体系的に編成する。

学生のモチベーション向上に役立つ特別研修
を開催し、全員で振り返りを実施する。

（３）教科指導 学習能力の向上を図る 学生が理解しやすいシラバスを作成し、学習目
標や行動目標を学生に提示し、学習の進め方
の指導を実施する。

学生の習熟度に応じ補習講義を積極的に行い
徹底した指導を行う。

必要に応じて休日の活用や少人数学習を実施
する。

家庭での学習時間を充実させるために復習、
予習が必要な課題を提出し学習の習慣化を促
す。

（４）人間力の育成 プロフェッショナリズムをもった学
生の育成

ボランティア活動や地域に貢献できる学生を育
てるためにボランティア活動を促進する。

（５）教員の指導力 非常勤講師との連携を図る 講師会議や実習指導担当者打合会を開催し、
相互に連携を図り教育の改善向上を図る。

非常勤講師・専任教員の指導力
向上

指導者のための研修会を開催し指導力の向上
に努める。

「授業改善アンケート」により改善点を把握し随
時授業に反映する。

研修会に積極的に参加し新たな情報を授業に
反映する。

（１）自己管理能力 豊かな心と健やかな身体の育成
を図る

他者への慈しみといたわりが持てる自尊感情を
育てるために、役職員自らが実践し示す。

自己健康管理の徹底を図る 健康診断を実施し、結果に応じ早めに助言や
指導を行う。

学院年間健康管理保健活動に基づき学生への
適切な指導を行い実施されているか点検を行
う。

時間厳守の徹底 出席率を高め、欠席・遅刻者の減少を目指し指
導する。

（２）礼儀作法、コミュニ
ケーション能力

礼儀作法、コミュニケーション能
力の向上

挨拶の慣行、礼儀作法、会話がスムーズにでき
るよう徹底させた指導を行う。
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4 3 2 1

役職員（１８/1８名中）
評価（点）

平均点
評価項目 目標 具体的方策

6 8 3 1 3.1

6 7 4 1 3.0

6 12 0 0 3.3

7 10 1 0 3.3

14 4 0 0 3.8

5 5 4 3 2.7

12 6 0 0 3.7
　 　 　 　 　
9 8 1 0 3.4

11 7 0 0 3.6

12 6 0 0 3.7

4 6 7 1 2.7
６．広報活動・開かれた学院づくり

4 4 4 6 2.3

8 7 3 0 3.3

10 7 1 0 3.5

7 9 2 0 3.3

7 6 5 0 3.1

5 3 7 3 2.6
７．教育環境       

11 6 1 0 3.6

14 4 0 0 3.8

14 4 0 0 3.8

14 3 1 0 3.7

9 3 5 1 3.1

12 6 0 0 3.7

12 6 0 0 3.7

12 6 0 0 3.7
８．財務

11 5 1 0 3.6

13 4 0 0 3.8

13 3 1 0 3.7
９．法令の遵守

16 2 0 0 3.9

15 3 0 0 3.8

（４）清掃指導 学院内美的感覚の向上 毎日の清掃活動をマニュアルに準じて実施し、
美化を保つ。

４．進路指導 　 　

（３）学生会指導 学生会活動の充実を図る 学生会活動が率先して行われるような環境をつ
くる。

各クラスの委員が十分に力を発揮できるよう指
導する。

（３）就職先の開拓 学生の希望に沿った就職先を確
保する

就職説明会を開催し歯科医師会との連携を図
る。

（４）就職率 就職率１００％を目指す 学生の希望を重視し、情報の提供、助言を行
う。

（１）退学率 退学率の低減 退学率が前年度より低減するよう個々の学生
に係りをもつ。

（２）資格取得 歯科衛生士国家試験合格率１０
０％を目指す

国家試験合格に向けて随時補習講義を行い、
学生の理解力を高める。

（１）保護者との連携 後援会活動の充実を図る 学院だよりを作成し、具体的な活動について情
報を提供する。

学生個々の保護者との連携 保護者へ学生個々の様々な情報を丁寧に随時
報告する。

（２）学生募集 ホームページ、入学案内パンフ
レットの充実

受験生、学院生や保護者等に閲覧してもらえる
ような特徴のあるホームページや入学案内パン
フレットを作成する。

５．学生支援
（１）学生相談 学生相談に関する体制を構築す

る
学生が相談しやすい支援体制を構築する。

教務委員会で学生の対応を協議し事前に問題
行動を防止する。

（２）経済支援体制 経済的支援を図る 各種奨学金の説明を行い勉学に専念できる支
援体制を構築する。

学院独自の経済的な支援体制を構築する。

（１）学校安全衛生に関す
る整備

安全管理の保持の徹底 校内の建物と外庭の安全面や補修点検を月１
回実施し環境整備の保全に努める。

毒薬や劇薬は定期的な把握を行い管理を徹底
する。

医療感染性廃棄物等の処理について徹底した
指導を行う。

危機管理マニュアルは定期的に修正を行い、
連携を確認する。

災害時避難訓練を定期的に実施する。

（３）高校、各養成校、地域
との連携

連携強化 体験入学参加者を前年度比５％増を目指し、広
く学院をＰＲする。

各養成校間との連携強化 各養成校との情報の交換や連携を積極的に図
る。

地域との連携強化 地域との連携を積極的に図る。

（４）省エネルギー 省エネ運動の推進 必要ない電気等のスイッチはこまめに消灯し、
水道の無駄使いをしない。

（１）財政基盤の安定 財政の適切な運営管理 計画的な予算並びに執行を適切に行う。

財務について会計監査を適正に行う。

必要に応じて財務情報を適切に報告する。

（２）教育備品の管理 教育備品の管理徹底 実習用診療台、ファントム等の備品を定期的に
点検し安全管理に努める。

（３）図書や視聴覚教材 専門図書類の充実 学生の教育に有効な教育教材を随時提供す
る。

（１）法令の遵守 法令を遵守した運営 法令、専修学校設置基準、歯科衛生士養成校
設置基準等の遵守等適切な運営を行う。

個人情報に関して、保護のための対策を構築
する。

2



4 3 2 1

役職員（１８/1８名中）
評価（点）

平均点
評価項目 目標 具体的方策

１０．社会貢献・地域貢献

8 5 4 1 3.1

5 7 6 0 2.9
１１．国際交流

3 4 4 6 2.2

3 4 3 7 2.2

（１）国際交流 海外との国際交流 台北医学大学口腔医学院の学生との定期的な
国際交流を行ない、両国の歯科医療につい情
報を交換し、更に日本の歯科衛生士の役割に
ついて情報を発信する。

台湾にて風習や両国民の考え方の相違点を知
り国際感覚を養う。

（１）ボランティア活動 社会への貢献 地域支援活動ができる学生を育成するための
教育を図る。

ボランティア活動を行うための活動支援体制を
構築する。
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